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は じ め に 

 

 

近 年 、我 が国 では、出 生 率 が低 下 する一 方 、６５歳 以 上 の高 齢 者 人 口

が増 加 し、平 成 ２３年 ８月 １日 現 在 の高 齢 化 率 は２３．２％となり、いわゆる

「団 塊 の世 代 」が６５歳 以 上 となる平 成 ２７年 には２６．９％に達 すると見 込

まれています。 

当 町 においても、平 成 ２６年 には２８％に達 し、さらには認 知 症 高 齢 者 の

増 加 も見 込 まれます。 

   このような超 高 齢 社 会 において、高 齢 者 が生 涯 現 役 で尊 厳 と生 きがい

をもって安 心 して暮 らしていくためには、必 要 な社 会 基 盤 やサービスを整

備 することが重 要 です。 

また一 方 で、高 齢 者 自 らが知 識 や経 験 を生 かし、世 代 間 ・地 域 間 の交

流 を通 し、一 人 ひとりが輝 き、主 役 になれるよう、地 域 全 体 で協 力 し合 い

お互 いに支 えあう社 会 の構 築 を目 指 していく必 要 があります。 

本 計 画 は、第 ３期 で設 定 し、第 ４期 で再 設 定 した平 成 ２６年 度 の目 標

実 現 に向 けた最 終 段 階 の位 置 づけとなる計 画 であり、「思 いやりと生 きが

いが感 じられるまちづくり」を基 本 理 念 とし、第 ４期 の基 本 目 標 で掲 げた

「いきいき暮 らすまちづくり」、「共 に支 えあうまちづくり」、「安 心 して暮 らせ

るまちづくり」を継 承 するとともに、新 たに「認 知 症 になっても安 心 して暮 ら

せるまちづくり」を追 加 し、あらゆる世 代 が認 知 症 を理 解 し、身 近 な地 域 の

サポート体 制 の整 備 に努 めたいと考 えております。 

高 齢 者 が可 能 な限 り住 み慣 れた地 域 でその有 する能 力 に応 じた自 立

した生 活 を営 むことができ、高 齢 者 のニーズに応 じて、医 療 、介 護 、予 防 、

住 まい、生 活 支 援 サービスが切 れ目 なく提 供 できるよう、施 策 の実 現 に向

け邁 進 して参 りたいと考 えております。 

最 後 になりますが、本 計 画 の策 定 にあたりご協 力 いただきました策 定 委

員 の皆 様 をはじめ、貴 重 な提 言 をいただいた皆 様 に心 から厚 く御 礼 申 し

上 げます。 

 

  

 平成２４年３月 
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